
＜本日の話題＞
１．基本設計
２．探究の

カリキュラム
３．地域との協働
４．世界との接続
５．具体的な成果



↑

→

検証を踏まえつつ、
Dへ進む。 次なるプロジェクトへ！

何度でもできる！
勉強も部活もPBLに！

4

検
証 仮説や条件とずれた原因を

考える。
仮説・条件と調査結果から
問いを深める。

仮説・条件と調査結果から、
できることできないこと・急ぐ
こと時間がかかることなどを
分析。

3

F
W

調
査 インタビュー調査や実験によ

り、情報を集める。
仮説・条件がその通りかどう
か確認する。

調査しながら考えを提案し、
仮説・条件がその通りか確
認する。

条
件
を
想

定
す
る

どこを・誰に・何を調査すれ
ば分かるか考える。

仮説のようになっている原因
や条件を想定する。
検証先を考える。

クリアするための条件、現時
点でできていない要因を想
定する。

1

仮
説

（
問

い

）
を
立

て
る 文献調査（本・web）を行な

い、文献で分からないことを
整理する。

うまくいっている／うまくいっ
ていない／必要ない　など

△△をクリアすれば〇〇は
改善できる（もっとよくなる）

2

ゴール 〇〇について知る ゴール 〇〇の課題を知る ゴール
探究ループ

課題発見
探
究
深
度

プロジェクトを企画 プロジェクトを実行 ヒーロー予備軍！

ゴール
自分たちでできること
を実行する

ゴール
自分たちの実践をさら
に超える！！

アクションプランを提案 アクション 複数回プロジェクト実行

〇〇の解決法や改善
策を考える

調べ学習（探求ではない…） 他人ごと課題研究 自分ごと課題研究

A B C D 超D

実現の条件、乗り越える壁、
協力すべき人、いつまでに
何をするか、を想定する。

〇〇改善に向けて、自分に
できるのは□□だ

〇〇改善に向けて、自分に
できるのは□□だ

実現の条件、乗り越える壁、
協力すべき人、いつまでに
何をするか、を想定する。

仮説の通りの成果が得られ
たか、次にできることは何か
分析し、超Dへ。

プロジェクト実行！！ プロジェクト実行！！

仮説の通りの成果が得られ
たか、次にできることは何か
分析し、超Dへ。

AKB　課題探究マトリックス　（2020年度 ver 1.0）

課題を発見できていれば、B
やCに進める。 CやDへ進める。

現状を分析して改善策を提案しているが、 自分たちができること・やりたいことを考えて（主体的）、

すべての探究が到達しなければならないラインは、
発見した課題がその通りか検証する【Ｂ４】

実際には、
ほとんどが【Ｃ軸】。
探究モンスター級の
【超Ｄ軸】も毎年出現！



２．探究のカリキュラム
＜４回生（高１）秋まで＞

• １学期中間考査まで

Ｌ探究アイデアマップ、テーマ設定、校内ヒアリング

• １学期期末考査まで

電話アポイント、フィールドワーク

• ２学期中間考査まで

地域課題探究（Ｌ探究）成果発表

（動画 ＆ Ａ４一枚の資料）



２．探究のカリキュラム
＜４回生（高１）秋~５回生（高２）＞

• ４回生学年末考査まで

Ｃ探究アイデアマップ、テーマ設定、校内ヒアリング

• ５回生

【フィールドワーク、提案・アクション】×ｎ

• ５回生学年末

キャリア課題探究（Ｃ探究）成果発表

（動画 ＆ Ａ４一枚の資料）



２．探究のカリキュラム
＜５回生（高２）秋~６回生（高３）＞

• ５回生１２月

海外見学旅行（アメリカ、カナダ）

• ５回生年度末までに

【フィールドワーク、提案・アクション】×ｎ

• ５回生学年末

英語レポート作成

• ６回生

学びのプロジェクト、校内アゴラ





２．探究のカリキュラム
＜教科との連携＞

• 単元配列表の編成

『
現
代
の
国
語
』
大
修
館



３．地域との協働
• 基本的な考え方

「参画のはしご」

生徒の学びにつながるか

• コンソーシアムの活動

コンソーシアム企画ワークショップ、校内ヒアリング

• 登別市市制５０周年記念事業

未知の駅ＰＪＴ~Be Smile プロジェクト



４．世界との接続
• 海外フィールドワーク → 海外オンラインプログラム

令和元年度オーストラリア実施、タイ中止

令和２年度途中、オンラインプログラムに切り替え

令和３年度オンラインプログラム継続

• イングリッシュキャンプ → イングリッシュデイ（泊無し）

令和元年度ニセコでのイングリッシュキャンプ中止

令和２年度登別でのイングリッシュデイ中止

• インターナショナルサイエンスフェア

• サイエンスダイアログ



５．具体的な成果
• 生徒の主体性

ゲリラディスカッション、自発的な学習会

• キャリア形成への効果

探究【で】進路を決める生徒

進学後の行動力・学びに向かう力

• 各種大会での入賞

３年連続でマイプロジェクトアワード全国Summit進出

• 新聞・雑誌等への掲載

「探究」への導き2022、月刊高校教育、

Career Guidance、VIEW next

「探究」の全体設計
地域との協働

「対話」特集
「対話」的
な探究活動

「マイ・ストーリー」特集
探究・教科リフレクションから進路実現へ




